
門の話題長

▲市役所新庁舎の建築計画が紹介される

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー
交
付
式

キ
ャ
ン
プ
地
招
致
を
応
援

　

３
月
25
日
（土）
、「
地
域
産
木
材

を
活
用
し
た
木
造
建
築
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
長
門
市
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
市
民
や
建
築
業
関
係
者

な
ど
約
250
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
木
造
と
Ｒ
Ｃ

造
の
５
階
建
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構

造
と
な
る
市
役
所
新
庁
舎
の
建
築

計
画
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
木
材
の

活
用
、
加
工
や
建
築
に
携
わ
る
５

　

平
成
29
年
度
か
ら
自
動
車
の
図

柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
発

行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
第
1

弾
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
2019
大
会

を
記
念
し
た
「
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
特

別
仕
様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の

交
付
が
開
始
さ
れ
、
４
月
３
日
（月）
、

山
口
市
の
山
口
県
自
動
車
振
興
セ

ン
タ
ー
で
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
付
式
に
は
大
西
市
長
が
出▲「これを契機に国内でも機運が高まれば」と大西市長

▲市長公用車含め、６台の公用車のナンバープレートを交換

▲５人のパネラーによるパネルディスカッション

席
し
、
市
長
公
用
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
受
領
。
そ
の
後
、
中

国
運
輸
局
山
口
運
輸
支
局
に
お
い

て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付

け
を
市
長
自
ら
行
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
市
公
用
車
５
台
に
つ
い

て
も
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
の
取
組
の

一
環
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
特
別

仕
様
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交

換
し
て
い
ま
す
。

人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
幅

広
い
世
代
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

の
が
木
の
魅
力
な
の
で
、
今
後
は

触
れ
て
、
見
て
、
良
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
取
組
も
必
要
。
新
庁
舎
の

建
設
は
、
地
場
産
業
の
発
展
に
つ

な
げ
ら
れ
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
河
村
隊
員
が
退
任
あ
い
さ
つ

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
地
域
お
こ
し

　

３
月
31
日
（金）
、長
門
市
役
所
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
青
海
島
地
区

（
大
日
比
・
大
泊
・
青
海
）
担
当

の
河
村
將
芳
隊
員
が
大
西
市
長
に

退
任
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
任
期
の
中
で
、
高
山

の
登
山
道
の
整
備
や
案
内
看
板
の

設
置
、
猫
カ
レ
ン
ダ
ー
「
ど
に
ゃ

〜
の
青
海
島
」
の
制
作
、
青
海
島

の
食
材
を
使
っ
た
「
青
海
島
魚
介

ラ
ー
メ
ン
」
の
開
発
や
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
河
村
隊
員
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
行
で
き

た
の
は
、
地
域
と
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
も
、
自
分
な
り

の
活
動
を
展
開
で
き
た
３
年
間
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

山
陰
道
・
山
陰
新
幹
線
早
期
実
現
の
署
名
活
動
ス
タ
ー
ト

中
国
地
区
で
50
万
人
の
署
名
を

　

３
月
24
日
（金）
、
山
陰
道
・
山
陰

新
幹
線
早
期
実
現
を
目
的
と
し
た

50
万
人
署
名
活
動
の
開
始
宣
言
記

者
会
見
が
、
長
門
市
物
産
観
光
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
公
益
社
団
法
人
日
本

青
年
会
議
所
で
は
、
地
域
経
済
再

生
の
た
め
に
各
地
域
で
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
50
万
人
署

名
活
動
は
８
月
31
日
ま
で
行
わ

れ
、
署
名
用
紙
に
よ
る
署
名
と
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
署
名
と
2
通

り
の
署
名
活
動
を
実
施
。
市
内
外

の
行
政
他
団
体
、
事
業
者
な
ど
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た
署

名
は
9
月
中
旬
に
国
土
交
通
省
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

▲３年間の活動を振り返り、報告する河村隊員▲署名活動は８月 31日まで行われる

第
２
回
な
が
と
青
海
島
千
本
桜
ま
つ
り

千
本
桜
を
眺
め
な
が
ら

　

４
月
８
日
（土）
、
青
海
島
さ
く
ら

の
里
で
「
な
が
と
青
海
島
千
本
桜

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
は
じ
め
に
２

代
目
の
「
青
海
島
桜
姫
」
と
し
て

坂
本
珠
子
さ
ん
・
松
尾
加
奈
江
さ

ん
・
中
野
さ
く
ら
さ
ん
が
発
表
さ

れ
、
そ
の
後
３
人
は
サ
ト
ザ
ク
ラ

の
苗
木
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
や
き
と
り
や
く
じ
ら

汁
な
ど
の
グ
ル
メ
を
楽
し
む
人
で

に
ぎ
わ
い
、
長
門
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
愛
好
会
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
、
制
限
時
間
内
に
板
を
積
み
上

げ
る
高
さ
を
競
う
「
か
ま
ぼ
こ
イ

タ
ワ
ー
選
手
権
」
な
ど
、
ス
テ
ー

ジ
企
画
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
大
綱
引
き
で
は
、
大

日
比
・
大
泊
・
青
海
地
区
が
通
地

区
に
初
め
て
勝
利
し
ま
し
た
。

▲地区対抗大綱引きで初勝利を飾った青海・大泊・大日比地区

地
域
産
木
材
を
活
用
し
た
木
造
建
築
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

木
造
建
築
と
林
業
の
振
興
を

15

▲（左から）青海島桜姫の坂本珠子さん・松尾加奈江さん・中野さくらさん
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明
倫
小
学
校
の
児
童
が
「
明
峰
寺
あ
め
ま
つ
り
」
を
企
画

三
大
銘
菓
の
復
活
に
挑
戦

▲特別養護老人ホーム明和苑の入所者の前で劇を披露

地
域
に
勇
気
と
元
気
を
与
え
ら
れ
る
消
防
士
に
。

　

磯い

そ

べ部 

緩か

ん

な南 

さ
ん

門の長 門の

（
長
門
市
消
防
本
部／

油
谷
川
尻
）

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲先輩署員に教わりながら、体力訓練に励む磯部さん（左）

　

４
月
３
日
（月）
、
長
門
市
で
初
と
な

る
女
性
消
防
士
と
し
て
、
磯
部
緩
南

さ
ん
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

油
谷
川
尻
で
生
ま
れ
、
中
学
・
高

校
時
代
は
剣
道
部
で
厳
し
い
練
習
に

汗
を
流
し
て
き
た
と
い
う
磯
部
さ
ん

は
、
中
学
２
年
生
の
３
月
、
東
北
で

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、

人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
職
業

に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
か
ら
は
一
度
市
外
に
出

た
も
の
の
、
警
察
官
や
自
衛
隊
員
な

ど
数
々
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
だ

の
は
、故
郷
で
働
く
消
防
士
で
し
た
。

　

４
月
５
日
（水）
か
ら
は
山
口
県
消
防

学
校
に
派
遣
さ
れ
、
11
月
半
ば
ま
で

の
期
間
、
消
防
士
と
し
て
必
要
な
知

識
や
体
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
消
火
や
救
急
、
救
助
な
ど
の
技

術
を
学
び
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
聞
く
と
「
あ
ま
り

女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
職
業
な
の

で
、
自
分
の
姿
を
見
て
市
内
の
中
学

生
や
高
校
生
に
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て

も
ら
え
る
消
防
士
を
目
指
し
た
い
。

地
域
に
勇
気
と
元
気
を
与
え
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
た
い
で
す
」
と
強
い
意

志
を
持
っ
た
目
で
答
え
ま
し
た
。

二
尊
院
の
仏
像
２
体
を
63
年
ぶ
り
に
修
復

細
か
な
彫
刻
の
技
術
が
魅
力

　

３
月
29
日
（水）
、
油
谷
向
津
具
下

の
二
尊
院
の
本
尊
「
木
造
釈
迦
如

来
立
像
」「
木
造
阿
弥
陀
如
来
立

像
」
が
、
約
５
ヵ
月
間
の
修
復
を

終
え
て
再
び
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
2

体
の
仏
像
の
修
復
は
、
昭
和
28
年

以
来
63
年
ぶ
り
。
こ
の
た
び
は
殺

虫
・
殺
菌
の
た
め
の
ガ
ス
く
ん
蒸

や
樹
脂
に
よ
る
漆
の
剥
落
止
め
な

ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

修
復
さ
れ
た
仏
像
を
説
明
す
る

中
で
、
二
尊
院
の
田
立
智
暁
住
職

は
「
手
の
し
わ
な
ど
に
見
ら
れ
る

細
か
な
彫
刻
の
技
術
が
魅
力
。
長

い
期
間
維
持
し
て
こ
れ
た
の
は
、

作
る
技
術
と
守
る
努
力
が
あ
っ
て

こ
そ
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲修復を終えた２体の仏像を説明する二尊院の田立智暁住職

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
、
就
職
や
起
業
に
直
結

長
門
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

　

３
月
22
日
（水）
、「
長
門
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
講
座
・
超
入
門
」
が
長

門
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、
学
生

や
起
業
希
望
者
約
10
人
が
受
講
。

講
師
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基

本
を
学
び
、
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
書
い
て
パ
ソ
コ
ン
を
動
か
し
て

み
る
な
ど
、
W
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
つ

く
る
ス
キ
ル
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
促

進
す
る
長
門
市
清
掃
工
場
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
が
渋
木
地
区
に
完
成

し
、
３
月
30
日
（木）
、
竣
工
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
設
備
や

資
源
化
の
流
れ
を
、
職
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
竣
工
式

資
源
循
環
型
の
社
会
を
目
指
し
て

農
事
組
合
法
人
「
青
海
」
設
立

青
海
の
農
地
を
守
る
た
め
に

　

３
月
26
日
（日）
、
青
海
集
落
セ
ン

タ
ー
で
、農
事
組
合
法
人
「
青
海
」

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
23
の
集
落
営

農
法
人
が
設
立
さ
れ
、
水
稲
・
大

豆
・
麦
・
飼
料
作
物
・
野
菜
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
経
営
を
進
め
て

い
ま
す
。
同
法
人
は
青
海
集
落
の

農
地
や
農
業
を
守
ろ
う
と
、
平
成

27
年
度
か
ら
協
議
を
重
ね
、
こ
の

た
び
42
戸
の
農
家
が
参
加
す
る
形

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
発
起
人
会
代
表
の

深
水
一
男
さ
ん
が
「
地
区
の
農
地

は
地
区
で
守
る
と
い
う
思
い
で
、

協
力
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
平
成
29

年
度
は
約
15 

ha
の
作
付
面
積
で
、

食
用
米
や
飼
料
用
米
の
作
付
け
を

行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

▲青海集落の 42戸の農家が参加して設立された

　

３
月
23
日
（木）
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
明
和
苑
で
、
明
倫
小
学
校

３
・
４
年
生
の
児
童
に
よ
る
「
明

峰
寺
あ
め
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

同
苑
の
入
所
者
や
職
員
な
ど
約
100

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
下
関
亀
の
甲
煎
餅
、
厚

狭
寝
太
郎
餅
と
並
び
長
門
国
の
三

大
銘
菓
と
呼
ば
れ
て
い
た
「
明
峰

寺
あ
め
」
は
、
1500
年
代
か
ら
こ
の

地
区
で
製
造
さ
れ
て
い
た
あ
め
で

す
。
戦
前
戦
後
に
原
料
が
不
足
し

た
こ
と
で
、
最
大
28
軒
あ
っ
た
店

は
現
在
す
べ
て
廃
業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
児
童
が
紙
芝
居
や

あ
め
の
由
来
の
劇
な
ど
を
発
表
。

手
作
り
の
「
明
峰
寺
あ
め
」
も
披

露
さ
れ
、
参
加
者
は
「
昔
よ
く
食

べ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
懐

か
し
い
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。 ▲テープカットを行い、竣工を祝った ▲ IT 企業エンジニアが講師を務めた

▲「明峰寺あめ」の復活に取り組んだ明倫小学校の児童たち
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